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北大文学研究科紀委 118 (2006) 

博覧会の記憶

-1904年セントルイス博覧会とアイヌ一一

宮武公夫

序章

一九O四年の四月六日午後，セントルイスのユニオン・ステーションに，

九名の風変わりなー屈が弼着したことが，翌日の新聞に大きな写真入りで報

じられた。四人の豊かな髭をたくわえた男性と，三人の女性，それに二人の

幼い女児からなる一行は，セントルイス世界博覧会・人類学部門書記官のハ

ルパートに出迎えられた。北海道の沙流)11地域に古くから住む人々を中心に

したこのアイヌの一行は，セントルイスで開催される世界博覧会の人類学展

示に参加するために，近代以降に日本から初めて海外に渡航したと確認でき

るアイヌの人々だった。沙流川流域のアイヌ社会から，初めて米国の大都市

を訪れた人々も，セントルイス到着時には，倍統的な服装ではなく，渡航前

に立ち寄った東京で学校を訪問する際，一ヶ月の前払い金を復って購入した

と思われる和服に身を包んでいた。 (Starr1904; 89)そして，北海道で宣教を

行うパチエラーのもとで働いた経験を持つ二人のアイヌ青年は，ジャケット

にズボンという洋服を身につけていた。これらのアイヌの一行について新聞

は，九人のメンバーのうち，老人の一人を除く全員がキリスト教徒であると

伝えていた。 (St.LouisPost-Dispatch， April 7， 1904) 

一九O四年に米国のセントルイスで開催されたルイジアナ割譲記念セント

ルイス簿覧会には，この新聞記事のように，アイヌの夫婦，幼い子供，
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が参加し，数ヶ月の関，北海道からはるばる運ばれたこ棟のチセの中で生活

し，儀礼を行い，工芸品を作って観客に販売した。その博覧会は，ほとんど

の西洋人や，和人である日本人が，初めてアイヌの人々と出逢った場所であっ

たと同時に，参加したアイヌの人々にとっても，見知らぬ社会や人々との日

常的な接触を初めて経験する機会だ、った。(注1)

このような博覧会における先住民の展示，あるいは参加には，さまざまな

批判が寄せられてきた。(注2)それは，これらの博覧会の開催が，先住民社

会を近代国家が包摂し，破壊し，強制的に開化しつつあった植民地主義の時

代と間期していたことを，大きな理由にしている。その時代には，世界中の

さまざまな人間とその社会を，生物と同じように，未聞から文明への進化の

過程として説明しようとする，社会進化論が全盛期を迎えていた。それは，

「科学」の名のもとに，世界各地のさまざまな人々や社会を r人種」や「文

イ七」の優劣によって r未開」から西欧を頂点とした「文明」への進歩の過程

として理解し，説明しようとする，誤解と偏見にとらわれたものだ、った。そ

して，世界各地の博覧会への先住民の参加や，人類学展示をはじめとする「人

間の展示」には，生まれたばかりの新しい学問である，世界各地の種族や習

揺を研究するための，人類学や民族学，好奇心に満ちた研究者たちが関係し

てきた。

このような背景から，人類学展示やアイヌの博覧会への参加は，植民地主

義や，誤った人種イデオロギーによる非人道的な出来事として語られてきた。

さらに，博覧会でのアイヌの展示は，差別を可視化する権力装震だとするフー

コー的権力論による，文化の政治学や，社会進化論に基づいて，西洋社会を

頂点とするヒエラルキーを正当イじする植民地主義的展示であると理解するこ

とが一般的である。このように，植民地主義が頂点に達しようとする時期に

開かれた，産業社会の祝祭としての簿覧会については，数多くの批判的研究

が行われてきた。しかしその一方で，博覧会に参加し，展示された先住民の

具体的な姿については，言葉をもたない被隷属者や「歴史なき人々」として，

人々の記憶から消し去られてきた事も事実である。
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しかし，各地の博覧会におけるアイヌをはじめとする世界各地の先住民は，

植民地主義的な支配権力によって政治的，経済的，文化的に包摂され，ある

いは社会の周綾へと排除され，そのなかでモノと閉じように扱われ，博覧会

で好奇の自に晒され展示されるだけの存在だったわけではない。自然と文化

が共存する神話的社会から，科学技指と文明の中心都市で開催される博覧会

場へはじめて移動したひとびとは，そこで数ヶ丹のあいだ集団生活をおこな

い，観客として訪れた西洋人や佑の「日本人J，各地の先住民との多様な奨文

化接触を初めて体験した，当時としては非常に希な存主だったといえるだろ

う。それらの人々は，母国では「未開」の少数者として排除され差加される

存在でありながら，.文明」と権力の中心都市へと移動することで，それまで

経験したことない人々との交流や，科学技術のあふれる都市社会との接触を

経験した。そのなかでも，アイヌの人々は，強大な権力によって展示された

存在であったと同時に，様々な背景のもとで博覧会に参加することを自ら選

択し，そこで生活し，さまざまな実践を行った人々でもあった。言い換えれ

ば，支配的文化に呑み込まれるだけの，あるいは文化変容を余犠なくされる

無力な少数者や，権力に従属する被隷属者ではなく，博覧会という巨大な装

自ら入り込み，多くの人々との多義的で複雑な接触体験を通して，多く

の可能性を生み出んだ，キメラのように多彩な貌を持つ人々でもあった。

さまざまな先住民を「文明社会J の中心都市に運び「展示」した簿覧会の

実態は，産業資本主義と植民地支配を国家を挙げて祝う祝祭であったと同時

に，イ云統社会において行われてきた見世物や余興の形を変えた再生産でもあ

り，その時空間は，先住民と西洋人あるいは日本人という異質の歴史や社会

や文化を持った人々が出会い，直接の接触と相互交流が繰り広げられた接触

領域だったといえるだろう。(宮武 二00五， Clifford 1997，栗本・井野瀬

一九九九)その時空間では，人々が権力関係に規定される一方で，従来の価

値や秩序を塗り替えるような新たな要素を生み出す，複雑で、多様な接触反応、

が起こっていたといえる。それは言い換えれば，支配的なイデオロギーや概

念を超える可能性をはらんだ，ひとつのパーフォーマティブな時空間であり，
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発話行為を生み出す状況だったといっても良いだろう。また，その国家や文

化を超えた混交的な時空間は，展示側と被展示側，観察者と披観察者，語る

関と語られる側など，さまざまな領域が複雑に交錯して，それぞれ国有の歴

史や文化が混じり合って，新たな語りな生み出すような十字路を形成してい

た。(アング ニ00二)その十字路は同時に，謹雑な対立や葛藤のなかで生

み出される，新たな自己成型(self-fashioning)の時空捕でもあった。グリー

ンプラットは fルネサンスの自己成型』のなかで，芸術作品はアイデンティ

ティが試され，挑戦され，解体され，再構成される士宮塙としての実験室であ

ると，つぎのように述べている。

「この(文芸作品の)実験室で私が観察したものは，演技として生きられた

生の勝ち誇った肯定だけではなかった。それどころか，……それは矛盾と

藤の中と喪失の脅威に引き裂かれているように見えてきた。こういった裂け

目は，自己成主主の否定的な限界をではなしそれが存在することの根本条件

をなしているように，私には盟、われた。そして，自分が陪時にまた，ルネサ

ンスの後も生き延びて，今日に歪るまでヨーロッパとアメリカにおいて模範

となってきたアイデンティティの様式を成立させている条件を探し求めてい

るのだ，と私は感じた。J (グリーンプラット 一九九ニ;四)

二O世紀初頭までの博覧会は，勝ち誇った人種理論や植民地主義によるま

なざしゃ，雪説や，プロパガンダなどの表象によってのみ説明可能なもので

も，閤定された一般理論や，包括的な解釈を与えるものでもない。単純な植

民地主義・人種主義イデオロギー論や権力議は，二十世紀初頭の博覧会にお

ける，アイヌをはじめとするヒトの展示をモノの展示と等価にしてその「非

人間性」を批判する一方で，アイヌや先住民がモノと等価にされたとするこ

とで，ヒトとヒト，ヒトとモノの接触領域において解体され，再構成され，

創造された一切の可能性，アイデンティティ，新たな概念や言葉，関係のあ

りかたを明らかにする実践の歴史を奪ってきた。{憂れたフェミニズム研究者

であるダナ・ハラウェイによれば，隷属性そのものが存在論の根拠になるこ
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とはない。非文脈的で「客観的」な知の対象としての隷属性など存在せず，

もし存在するとすれば，知の対象自体が知る者にとっての素材にされている

からなのだ。 (Haraway1988; 592)本稿で博覧会におけるアイヌの展示を取

りあげるのは，セントルイス博覧会が r近代」への過渡期にあって，差別と

同一性の葛藤と喪失の裂け目のなかから生み出され，今日に至るまで生き延

び，様々なネットワークとアイデンティティを生み出す可能性を学んだ行為

の「実験室J であったと考えるためである。その「実験室」とは，多くの社

会を，国民国家や民族という{陸部で特殊な文化領域と，科学に代表される自

然の領域へと純化し再配置する「近代」への過渡期において，異なった人々

が固有性を維持しながらも，異質な存在のあいだの翻訳と混交な可能とする

ネットワークを生み出す「実験室」でもあった。しかし r近代社会」は，こ

のような簿覧会という「実験室」の増殖を放置するはずはなかった。筆者が

先に明らかにしたように，セントルイス博覧会からわずか六年後に開催され

た日英博覧会では，アイヌの人々は「日本人」として同化される一方で，和

人と区別された他者として排除されるという，ダブ、ルパインドの状態におか

れていた。そこでは，独自の文化やアイデンティティは見世物として非文脈

化され，同時に人々との交流や接触は制限され，ヒトやモノのあいだのネッ

トワークの形成は否定されていた。(宮武ニ000，Latour 1987， 1993) 

本璃では，各地に残された現時点で収集可能な博覧会資料と，残されたそ

ノや隈られた記d憶をとおして，博覧会に関する一応 (primafacie) r真」で

あると考えられる歴史記述を行うことを目指している。(北田 二00-)そ

れは先に述べたように，知の対象を知る者にとっての素材におとしめる，

朴な客観主義や演鐸的な「涯史主義J，あるいは，言語により過去が構築され

るという「ポストモダン摩史学」による言説の暴力性を否定することであり，

「近代」の仮説によらない，人類学的歴史研究における，状況に据えられた知

と認識のあり方とも通底するからである。(ポパ一 一九六一， Haraway 

1988，ギンズプルグ一九九0，春日二00四)
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第一章 米国の博覧会と先住民展示

本主義では，セントノレイス博覧会に大きな彰響を与えたとされる，一八九三

年のシカゴ万国博覧会について述べる。コロンブス新大陸到達四00年記念

として開催されたシカゴ博覧会は， ミシガン湖畔の六八五エーカーの広大な

敷地に，十二ヶ国のパビリオンをはじめとする七十七の建築物が建設され，

五月から十月の期間中にこ七五O万人もの観客が訪れた。(Benedikt1983) 

この博覧会の建設責任者であった，シカゴの建築家ノfーナムをはじめとする

代表的建築家による主要な建築物は，白一色の華麗な新古典派建築様式に

よって統一されていたので，本会場はホワイトシティと呼ばれることになっ

た。また，ホワイトシティには，フランス，ドイツ，ノルウェー，スペイン，

カナダ，イギリスをはじめとする西歌諸屈の外国舘が点在していたが，その

なかには，平等院鳳愚堂を模した日本館が異彩を放っていた。

これらの展示とは耳目に，シカゴ博覧会は本格的な先住民展示が行われた米

国で最初の例として知られる。この博覧会では，三つの異なった領域での先

住民の展示が行われてたO 第一に，ホワイトシティ南東の角には，芸訴す宮や

林業館なども手がけたシカゴの建築家チャールズ・アトウッドによって設計

された，縦四一五フィート横二二五フィートという大きな人類学館が八万八

千ドルをかけて建てられた。(Bolotin& amp; Laing 2002， 44)その内部に

は，考古学や民族学関係だけでなく，慈善矯正局と，健康衛生局の展示が含

まれていた。 (Truman 1893， 255)一八九一年二月に，この民族学部門

(Deapartment of Ethnology)の展示責任者に任命されたのが，ノ¥ーノfード

大学のアメリカ考吉学・民俗学教授を努めていたプットナム (Frederick

Ward Putnum)だった。マサチューセッツ州セーレムの名家に生まれたプッ

トナムは，ハーバード大学で考古学や摩史学の科学的研究手法を学んだあと，

ピーボディ科学協会初代所長のほか，米国民俗学会会長などの要職を勤めて

いた。 (Truman1893， 261-262)そしてプットナムは，スミソニアン協会や

民族局が，民搭資料や先史詩代の考古資料を，未聞から文明へという非科学
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的な進化論的図式をもとに展示しようとしたのに対して，歴史的文脈やそれ

ぞれの地理的条件によって分類された科学的・体系的展示の正当性を主張し

て対抗した。プットナムが関係したピーボディ博物館は一八九七年にハー

ノてード大学の一部となったが，ハーバードでのプットナムはアメリカ先住民

の学生や，多数の女性研究者を初めて積極的に採用した。そして，北米各地

に建設された博物館の展示企画や，若い人張学者の教育と指導に中心的な役

割を果たすことになる。(Browman2002; 508~519) このようなプットナムが

企画した，シカゴ博覧会の人類学館では r人類とその業績」と題された，ア

メリカ・インディアンや南太平洋の民族資料や考古学資料の展示が行われ，

コロンブス記念博覧会にふさわしくコルテスのメキシコ征瓶時の模型なども

含まれていた。また人類学館の外には，大きなユカタンの遺跡が再現されて

いたほか，イロコイ・インディアンやペノブスコット・インディアンなどの

数棟のアメリカ先住民の住岩が展示されていた。これらの展示は，科学の一

分野として発麗しつつあった人類学の研究と教育の成果を示すための展示と

して，他の先住民展示とは区別された人類学展示と呼ぶことができるだろう。

この展示では，のちに米国の文化人類学を主導するフランツ・ボアズも形質

人類学部門の展示に関わっていた。 (Appelbaum1980: 95， Patterson 2001; 

48) 

このような人類学展示のほかに，先住民の展示が行われていた場所として，

チュニス，アルジェ， トンキンなどの植民地の住居が屋外に再現された，プ

ランス館の付属施設が挙げられる。これらの展示は小規模であったが，フラ

ンス植民地領内における先住民のすがたと，フランスによる統治の成果と現

状を示していた点で，構民地展示とよぶことができるだろう。

しかし，シカゴ博覧会で非西欧世界の人々を見ることができたのは，これ

らのホワイトシティ内の展示だけではなかった。ホワイトシティの西側約一

マイルのジャクソン公園とワシントン公躍をつなぐ地域には，全長約一マイ

ルの細長い大通りからなる，ミッドウェイ・プレザンスと呼ばれる大規模な

娯楽ゾーンが設けられた。その中央には，フェリス・ホイーノレと呼ばれる，

鹿窪七五メートルもの世界初の自大な電動式大観覧車が設けられ話題を呼ん
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だ。そしてフェリス・ホイ…ノレの東西に伸びる道路の両側には，世界各地の

娯楽館が建てられていたが，そこでは各障の芸人がさまざまな余興を演じ，

を販売し，各地方の飲食物を供して人々を楽しませた。 (Truman1893; 

549-589) 

このミッドウェイ・プレザンスについて，多くの研究者は社会進化論を皮

映した展示装置であるとしている。「ミッドウェイに点在した『集落』は，個々

の属する社会がホワイト・シティを頂点とする『進歩』の階梯のなかで占め

る位置に従ってヒエラルキー的に配置されていたJo (吉見 一九九エ;一九

これは博覧会研究者ライデルが引用する，現代文芸批評家デントン・ス

ナイダーが一八九三年と一八九五年に書いたとされる記述に依拠している。

それによれば，ミッドウェイは人間性(humanity)の計算尺であり， (，文明J

の中心である)ホワイト・シティーに最も近い部分には，ゲルマン系やケlレ

ト系の人種がおかれ，中心部にはイスラム世界，西アジア，東アジアが位置

していた。そして西へ下るとダホメのアフリカ人と北米インディアンへと辿

り着くが，それらはプレザ、ンスの対極に棺応しい位置に置かれていた。

(Rydell1984; 64-66)これらの「人間の生きた見本」を理解するには，進化の

I1震に見物していくことが必要で，ミッドウェイを東方向に進み，ホワイト・

シティへと至る道程は，そのまま閣の世界から光の世界に向けて上昇するr進

歩』の歴史と同一視されていたのである。J (吉見 一九九二;一九四)

しかしミッドウェイ・プレザンスがホワイト・シティから藍別された直線

の街路として作られ，その中に世界各地の村落などを点在させていた点で，

民族学的意義を持っていたにしても，その具体的な配置から図式的な人種進

化のヒエラルキーを理解するのは困難だろう。展示配置園をみると，米関」

とされるダホメの村落やアメリカ・インディアンが，ホワイト・シティから

離れた場所に位置していることは事実だ。しかし，ブラジノレの音楽ホールや

ハンガリーの国立オルブエウム劇場が，これらの「米関」の展示からさらに

離れたところに位置している。またペルシャの売庖や，アルジエリアとチュ

ニスの展示，カイロの街路， トルコ村は中央部に置かれているが，それらは

全て大きなスペースを占める古のウィーン (oldVienna)麗示よりホワイト・
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シティに近い位置に置かれていたのだ。それだけではない。ホワイト・シ

ティーに近い部分には，大きなドイツ村が位寵していたが，それはトルコ村

と向き合う位置にあった。さらにホワイトシティーに向かつてジャワ入居住

地やサモア島人の農示が並び，さらに先には，日本売店，アイルランド村が

並んでいた。 (Appelbaum1980，大井一九九三:十一十ニ)このように，

具体的なミッドウェイ・プレザンスの配置は，文明社会と未開社会，未開人

種と文明人といった r進化の)1麗」を見物したり，非西欧から西歌へといたる，

「閣の世界から光の世界に向けて上昇する『進歩~J を体験できる「人間性の

計算尺」などではない。へーゲ、ル主義者として知られるデントン・スナイダー

が，弁証法的な進化の麗史を配置から読みとったとしても，一般の観客にとっ

て「未開」と「文明」が混在した「進歩の歴史」の弁証法を理解することが

可能だ、ったとは考えられない。 (Dye1968; 153-167)ミツドウェイ・プレザン

スの配置は，通りの中央に置かれた世界初の巨大な観覧車 (FerriswheeO 

を中心にして，その周辺に人々の関心の高い「オリエント」や古いヨーロツ

パの麗示を配置し，その外側の離れた地誌には集客力のない展示をランダム

に配置したと考えるべきだろう。「確かにミッドウェイ・プレザ、ンスは商業主

と人種主義を表している O しかし，かなりの批評家たちが言うように，ミッ

ドウェイをそうした関係からのみ理解することは，純粋な娯楽と，少なから

ぬ教育的意義について見失わせてしまう。J (~uccigrosso 1993;164-165) 

ミッドウェイに点在した集落が r進歩」の階梯のなかで「ヒエラルキー的に

配置されていた」と考えるのは，植民地主義のまなざしによって一切の非西

歌社会の展示が配置されたと考え，演緯的に対象を進化主義・植民地的なも

のとして理解しようとする「迷信」であり， た産史主義にすぎない。(ポ

パー 一九六一， Gross & Levitt 1994)むしろ，このようなミッドウェイ・

プレザンスは r人類とその成果」を展示し教育するために人類学者によって

企画された人類学館や，植民地統治の正当性を草子葉する植民地震示とは異な

り，非文脈的な余興や見世物と，非西欧世界への素朴な好奇心が混在してい

たというべきだろう。(注 6) 

シカゴ博覧会における非西洋のヒトとモノの農示は，普遍的なヒトに関す
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る科学である人類学の啓蒙と宣伝のための人類学展示，植民地統治の成果と

現状を，植民地内の住居展示によって示した植民地展示，それにミッドウェ

イ・プレザ、ンスでの余興や見世物としての展示が，それぞれ異なった展示空

間において実現されていた。このように，近代科学の成果としての人類学展

示，非近代との連続性を持った余興や見世物，そして帝国主義の成果と課題

を示すための植民地展示という，三つの異なった性格を持った展示が博覧会

場で混在していたのは，近代社会が成立する過渡期に，普遍的な学としての

人類学を含む科学の領域と，個別的で特殊な由民国家を基礎にした文化の領

域が分化する過程で，非近代の残搾が見世物や余興として混在する状況を反

映していたと理解すべきだろう。(宮武こ000)

ミットウェイ・ブレザンスの配置図。肉って右但)jがホワイト・シティとなっ

ている。 (Appelbaum1980) 
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第二章 セントルイス世界博覧会

シカゴ博覧会と同じように，一九O四年にセントルイスで行われたルイジ

アナ割譲記念万国博覧会 (LouisianaPurchase International Exposition) 

は，典型的な米国の博覧会といえるものだった。日清戦争，ボーア戦争，米

商戦争などの直後に開催されたセントルイス博覧会は，米自や日本といった

新興帝国主義居家が，その軍事的勝利を記念し，展示物や，新開や，雑誌や，

映画などを通して，その輝かしい勝利と軍事的，経済的成果を世界中の人々

に示すという，歴史的結節点として重要な意味をもっていた。 (Benedict

1983) 

当時，全米で四番目の人口を誇る大都市であれシカゴと並ぶ中西部の中

心都市であったセントルイスにおける簿覧会は，四月三O日からーニ月一日

までの約七ヶ月間開催され，開催期間中には二千万人近くもの観客を集めた。

この博覧会では，これまでの博覧会中最大の約一二00エーカーという広大

な敷地に，教育，芸摘，科学といった r文明」の成果に関する一六の展示を

はじめ，農業，工業，漁業などの「自然」に関連する部門の展示が所狭しと

並べられた。そして展示館の最後には，人間研究の人類学，共陪体の寓を考

える社会経詩学，そして健全な精神と倫理に不可欠とされた身体文化の展示

が加わった。このように世界博覧会は，文明と自然，そして人間の身体と文

化を展示する r人類とその業績に関する，巨大な人類学と民族学の博物館」

となった。 (Rydell1984: 159-160) 

この簿覧会には，世界中のさまざまな展示物が集められただけでなく，マッ

クス・ウエーパーやアンリ・ポアンカレといった国際的に著名な学者も参加

する，一連の国際会議が開催され，博覧会の学術的意義が強調された。(Rydell

1984: 155)その講演者の中には，のちに米国の人類学界で指導的地位を担う

ことになる，フランツ・ボアズも含まれていた。(Boas1974: 23-36)さらに

日本人講、演者としては，芸術と科学会議で講演した岡倉覚三(天心)が参加

している。前年に英国で『東洋の理想、』を出版し，ボストン美術館顧問となっ
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たばかりの岡倉は，セントルイスでの講演でアジアにおける唯一の芸術の擁

護者として日本を語った。それは，急速に台頭しつつある帝毘主義国家とし

ての日本が，中国に代わる極東の文化的盟主としての存在を世界に誇示する

ために，博覧会という巨大な展示装置を通してその存在を世界に発信した瞬

間だ、った。 (Christ2000)また訪問者の中には，在米中の北里柴三郎や片山潜

といった，著名な日本の結菌学者や社会主義者なども含まれていた。 (St.

Louis Public Library， newspaper scrapbook， Vo1.l2) 

このセントルイス博覧会に，日本は一九00年のパリ万博に次ぐ八O万円

もの予算を計上して参加した。(日otta-Lister1999，伊藤ニ00三)日本に

とってのセントルイス博覧会は，初期の博覧会での，西欧文化とは異質のア

ジアの新興国家として文化を紹介するという啓蒙的段階を終え，日露戦争開

戦を理由に参加を取りやめたロシアとは対照的に，その軍事的・経済的成功

を積極的に世界にアピールする場となった。(伊藤ニ00三)そのため，日

本の博覧会への資金的，人的参加努力は，諸外国をはるかにしのいで、いた。

この博覧会に外国から参加したニーカ国中，日本は日露戦争中にもかかわら

ず、大きな予算をかけて綿密な準備を行い，博覧会開会日までに二四以上もの

展示を間に合わせた唯一の国となった。(注3)そして日本は，一五万平方

フィートという広い敷地内に，産業，生産，教育，交通，芸術，鉱物，そし

て農業に関する宮殿(palace)を建設したほか，日本庭鴎や，金閣寺と日光東

照富が日本から呼び寄せた大工などによって日本そのままの技法で再現さ

れ，その巧みな東洋の職人技術が，開催前から新聞などを通して米国人の大

きな関心を呼んだ。会場の茶室では， よる茶道の実漬が行われ，日本

を紹介する本や写真，物産品などの販売が行われた。また劇場では芸者によ

る歌舞が演じられたほか，歌舞伎の蜘抹の縮直噺を題材にした i銅妹の劇J

(The Spider Play)の公演がおこなわれ人気を呼んだ。 (Reid1904)さらに

特筆されるのは，日露戦争の最中に日本赤十字社の展示が行われていたこと

だ、った。それは，日本が西欧と比肩する軍事力を持った近代国家になっただ

けでなく，国家関の戦躍においても，先進国と同様のノレールに則った国際的
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医療制度を持つ i文明化」された国民国家の象徴となっていた。 (Harris

1975)そのように，近代層家日本と米国社会を，経済，政治，社会，文化的

に強く結びつける機会となった博覧会に，アイヌの人々と，チセ(アイヌ住

居)を始めとする生活や儀礼のための資材が，はるばる太平洋を渡って北海

道からセントルイスに運ばれた。 (Starr1904) 

第三章 先住民展示と人類学者

万間博覧会におけるアイヌ民族資料の展示は，一八七三年(明治六年)の

ウィーン万国博覧会に遡ることができる o(佐々 木 一九九七 a，一九九七b，

ニ00ー)また，万l重博覧会にアイヌの人々を参加させようという計

画は，一八七六年のフィラデルブイア博覧会についての資料に見られる。一

八七ニ年に北海道開拓使に招かれ，鉱物資掠の調査や地質閣の作成などを

行っていた米国の地質学者ライマンは，一八七五年一二月の黒田北海道開拓

使長官に宛てた手紙で，二・三人のアイヌなら大きな経済的負担はなく，関

心を引けるので，鉱物などの標本に加えて，フィラデルフィア博覧会に参加

させてはどうかと打診している。 (Lyman1875) (注4)このブイラデルブイ

ア博覧会でのアイヌの震示は実現しなかったが，この資料は人種的な親縁性

を推測してアイヌに対する強い関心を持っていた欧米社会が，アイヌの博覧

会展示をおこなう企画を，一九世紀後半には既に持っていたことを示してい

る。 (Kreiner1993) 

このように一九世紀末から計画されていた，欧米の博覧会でのアイヌの

人々の展示は，一九O四年のセントルイス博覧会で実現する。セントルイス

博覧会へのアイヌの参加を可能にして大規模な人類学展示を実現した背景と

しては，当時の欧米社会における，アイヌとアーリア人撞との人種的親縁性

に対する強い関心や，未知の民族への大衆の素朴な関心などがあった。しか

し，展示を実現した主な要因としては，このような社会的背景だけでなく米

における社会制度としての人類学・民族学の発展と，その制度の中で大き

な成果を上げる事を呂論む人類学者の存在があげられるだろう O
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人類学の康史を研究するストッキングによれば，ニO世紀初頭の米国人類

学にはこつの潮流があり，それらは互いに対立していた。(注 5)その一方は，

後に文化人類学の基礎を作り上げる，フランツ・ボアズに代表される人類学

者たちで，一九世紀の民族学の持っていたアマチュアリズムから脱し，専門

的で科学的な学問領域としての新たな人類学を確立しようとしていたO しか

し， ドイツ移民でユダヤ人という経歴を持ち，母国の科学主義的傾向そ強く

帯びたボアズは，当時の米国人類学界においては異端的存在だ、った。そのた

め安定した専門職に恵まれず，民族局(Bureauof Ethnology)で働きなが

ら博物館や大学での職を求めなければならなかった。当時，新設されたば

かりのシカゴ大学の人類学部とシカゴ・フィールド博物館は，ボアズにとっ

ても新規採用の機会だ、ったが，一八九二年にシカゴ大学・社会学人類学部の

初代人類学準教授として採用されたのは，従来の人類学の流れを汲むフレデ

リック・スターだった。

新たな人類学を構築しようというボアズらの試みの一方で，米国人類学で

大きな影響力を持ち続けていたのは，ワシントンD.C.のアメリカ民族局を中

心にした人類学者だった。彼らは一九世紀の民族学をもとにして，アマチュ

アの研究者や人類学分野以外の研究者も含む，非常に幅広い学問領域として

の人類学を自指していた。その中心人物の一人が，一九世紀の民族学や進化

主義の影響を強く受けた米国民族学会長のマクギーだ、ったo (Kotani 1999， 

Stocking 1968: 124-132， 278-281， 284， VanStone 1993: 78-79)マクギーは当

時のもっとも著名な科学者の一人で，亡くなったメジャー・パウエルに代わっ

てワシントン D.C.のアメリカ民族局長になると目されていた。しかし，予想、

に反してパウエルの後任にはウィリアム・ホームズが任命され，敗れたマク

ギーは一八九三年以来勤めたスミソニアン協会を退職するO 失意のマクギ

が次に選んだのが，セントルイス博覧会の人類学部門責任者という職だ、った。

(Washington Post， Aug.14， 1903， New York Times Aug.15，1903) この点か

らも，当時のマクギーが博覧会の人類学展示にかけた意欲が理解できるだろ

う。(注6) (Rydell 1984・164，Hinsley 1991) 

マクギーが計闘した，かつてない規模の人類学展示とは，どのようなもの



博覧会の記憶

だったのだろうか。マクギーは，セントルイス博覧会における人類学展示の

目的について，次のような点を挙げている。

(1)身体的定義において，世界で最も知られていない，民族 (ethnic

types) ，人種あるいは亜人種を展示すること O

(2) 行動や精神的定義において，世界で最も知られていない文化の型(cuト

ture types)を展示すること。

(3) 人類の身体的，精神的特徴についての研究における，主要な方法や装

を展示すること。

(4) 人類進化の階梯や過程における典型的な証拠を示すこと。

(5) 統合と訓練によって加速される，野蛮や未開状態から文明に歪る実際

の人間の進化を示すこと。 (Takada1992: 33) 

このような目的のもとに計画された人類学部門は六項目からなり，民族学，

インディアン学校，考古学，歴史，人体測定学，精神測定学の展示が計画さ

れた。

そして，人類学展示の一部として，世界各地の「人種」が現地の小屋やテ

ントで生活する姿を展示することが計画された。その住居は，故郷から運ば

れた材料を使って自分たちで建てられ，人々は故郷と同じ仕事をし，同じ食

べ物を食べ，現地の服装をすることが求められた。 (Bennitt1905: 673-674) 

その世界各地の「人種」のなかに，アフリカのピグミ…，アルゼンチンのパ

タゴ、ニア巨人，北米やフィリピン先住民などと共に，北海道のアイヌが含ま

れていた。

第四輩 アイヌ展示までの経緯

人類学部門の責任者として，マクギーがワシントンの日本大使舘にあてた，

一九O三年十一月十三日付けの協力依頼の手紙には，斡旋の手願から会場で

の生活までの計画が，次のように詳細に述べられている。

「アイヌの人々は，東洋の特異な先住民 (aborigines)であり，米国先住民
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とのいくつかの関連性が指摘され，特にその工芸や社会制度がアイヌ特有な

ものであるだけでなく，進化した人々のものと対照的なため，特日目の関心が

寄せられています。

私の考えている手11債は，先住民に自の役人，あるいは，その認可を得た当

人類学部門の仲介者が接触し，彼等の信頼を得た後に，いかなる経済的負担

もなく，家安離れるあいだの充分な食事と衣服を保証して，この大規模な集

団に参加して貰うことです。また参加者には，約束した期間内に安全に帰国

することと，彼等自身あるいは投入が適当と判断するだけの種類あるいは金

額の，贈り物あるいは代償を受け取ることを保証します。

民族学部門の第一の目的は，世界中の謙々な人々に，種族や人種間の思い

やりを高めるような相互観察と学習の機会を与えることです。それは，進ん

だ人々には，自分たちの先祖がたどった進化の過程をはっきりと認識させる

手段を与えることになるだろうし，低い段轄の人々には，発展の可能性と機

会を認識することを可能にします。

この計画と同時に，模範的なインディアン学校が先住民集団に隣接して建

てられる予定で，そこでは全ての先住民の若者だけに，手工科目と知的訓練

の機会があたえられます。また先住民は，そのために運ばれた材料で，自分

自身で建てた生居に，できる限り日常の姿で居住させる計画です。どの場合

でも，充分な広さの土地に，無用な侵入者を避けるための毘いを設け，入り

口を警官あるいは当部門の担当者に守らせて，適当な時間にだけ，学生や知

的な訪問者だけが入ることの出来るようにしますoJ (外交史料舘資料:北米

合衆国ミゾラ州セントルイス市二於テ万障博覧会開設一件)

のちに詳しく紹介するように，セントルイス博覧会におけるアイヌの展示

は，ほとんどこの計画通りに進められる。このような米関人類学者の活動の

一方で，日本の人類学者はどのようにセントルイス博覧会の人類学展示に関

わったのだろうか。当時の人類学研究の中心的存在であった坤井正五郎に，

セントノレイス博覧会の人類学展示への協力が求められたのも当然だ、った。し

かし，臨時博覧会副総裁の松平正富から外務大間にあてた，外交史料に見ら
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れる坪井への要請は，経費の調査という関接的なものだ。

「客年十ニ丹廿四日送付第六六七号ヲ以テ聖路易博覧会ニ『アイヌ』人列会

ノ義ニ関シ御照会ノ趣了承，右 rアイヌ』人列会ノ義ハ，もし若シ列会セシ

ムルニ於テハ男女幼児ブー組トシ，之ニ添フルニ fアイヌ』部落ノ情態ヲ示

ス諸般ノ出品ヲ為スア要シ度，依テ東京大学人類学教授坪井正五郎氏ニ託シ，

右ニ関スル費用ヲ調査セシメ置候条，凡ソ一ヶ月ヲ経ノ¥右費用等判然スベキ

ニ付，其上更ニ可及御通知候，此段回答芳々申進候塩

明治三七年一月七日J(外交史料館資料:北米合衆国ミゾラ州セントルイス市

ニ於テ万国博覧会開設一件)

またスターは来日後，アイヌの参加についての協力依頼を日本の博覧会事

務局で、行ったのちに，東京大学の人類学教室に坪井を訪問しているが，その

際の様子を r東京人類学雑誌』は次のように報じている。

i(スタール氏は)坪井教授を人類学教室に訪はれ，アイヌの土俗品を見ら

れたそうである，其の時の談話に，直ちに北海道に赴き，自身にアイヌを集

むべしとの事であったそうであるが，近頃聞く所によると，既に五六名のア

イヌは渡米の約が成って，日下は家屋の取襲ち中との事である。J (東京人類

学会雑誌一九O四;二四六二四七)

また，明治三三八年(一九O三年)の f東京人類学雑誌』にも iセントルイ

博覧会への出品」という記事が見られるが，そこには，東京帝国大学理科大

学人類学教室から人類学上の参考品を出品することになったが，その参考品

はパリ万博へ出品したのと同様の，芯器時代遺物だと書かれているのみで，

アイヌの渡米については何も触れられていない。(東京人類学会雑誌 一九O

三;一五六)このように，セントルイス博覧会におけるアイヌの参加への日

本の人類学者の関与は，間接的なものにとどまっている。さらに，セントル

イス博覧会でのアイヌの展示が，日本の人類学者にとって意図せざるもの
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だったことが東京人類学会雑誌』の「セントノレイ博覧会の人類学部」と題

した次のような記事からうかがわれる。

r(人類学館は)部を分ちて土侍学部，インディアン学校，考古学部，歴史

部，人体測定及び心理潤定部の去に分かたれる、ものにして，土俗学部は世

界諸種族の生活状態、を示すにありて，丈高きもの，丈低きもの，色黒きもの，

石器使用のものなど一地に集められて，アメリカのインディアンは圏より，

中央アフリカのパタワ及び、赤ニグロ，南米のパタゴニア，中央アメリカのセ

リ，フィリッピン土人など各種族を集め，その中に我北海道アイヌもありて

現今日本が驚くべき進歩発達の状を知らんには其原始状態を見て教育の効果

を悟るべしとありて，アイヌと我等呂本人とを同一種族と見られるは疎忽と

いふべしoJ (柴田一九O四:ニ四0)

当時の資料から，セントノレイス博覧会へのアイヌの参加には，当持の外務

省や北海道庁の園田長官による，渡米と関内の協力者についての承認を必要

としたが，参加者の選定から渡航手続き，費用の支払い，北海道からセント

ノレイスまでの実際の旅行，現地での生活のすべてが，米国の人類学者とパチエ

ラーらの民間人によって企画されたことが明らかである。 (Starr1904，パチ

ラ一 一九九三)また日本の人類学者は，このアイヌの展示に否定的あるい

は消極的だったといえるだろう。かつて留学生として一八八九年のパリ万田

博覧会を「心から感服」して見学した経験を持つ坪井正五郎は，万霞博覧会

のなかで人類学上観察する価値のある場所としてJ人類住居の発達を示す諸

建築，野蛮未開人種の村落，人類学温故博物場」などを挙げている。(坪井 一

八八九)しかし，坪井が海外の人類学農示を評鏑する一方で，他の人類学者

は，海外の博覧会で「我北海道アイヌ」と「我ら日本人とを同一種族と見ら

れる」ことに査定的である。このような日本の人類学者のアンビパレントな

態度は，地図や模型，図表や写真を中心にした当時の「科学的」展示とは異

なった r前近代J的な見世物と連続投をもっヒトの展示を，どのように解釈

するかという混乱を反映しているだろう。また第二の理由としては r日本人」

62 



博覧会の記憶

としての一体化を前提として「我北海道アイヌ」を語る日本人が，西洋=文

明社会との一体化と西洋からの差部を意識することによって iアイヌと我等

日本人とを同一種族と見られるは陳忽」だとしてアイヌを差別してしまうと

いう，同化と差別の重層的な連鎖を挙げることができるだろう。(宮武二0

0五，金域 二00五)このようなアイヌと日本人の人種的同一性を強く否

定する日本人については，スターも記録している。 (Starr1904: 98) 

セントルイス博覧会では，シカゴ博覧会と同じように，人類学展示とは別

のニつの区域で先住民の展示を見ることが出来た。その一つは博覧会場の南

側に設けられたパイクと呼ばれる余興のための展示地域だ、った。パイクには，

シカゴ博のミッドウェイ・プレザ、ンスと向じく日大な観覧車が設けられてい

たほか，チロル・アルプスとドイツ風レストラン，ボーア戦争の戦関シーン

の再現，動物ショーなどに混ざって，オリエント風の見世物や羽本の歌舞伎

などが行われていた。

さらに，博覧会の六年前に米西戦争に勝利しフィリピンを支配したばかり

の米国は，四七エーカーの広大な敷地をもっフィリピン保留地の植民地展示

で，植民地南国としての米国の成果と資務を示していた。そこには六つの村

が作られ，四十の部族からなる千ニ百人のフィリピン先住民が集められてい

たが，そこでは学校教育や箪獣の訓練を通して i未開」のイゴロット族やモ

ロ族とJ文明」化されたカトリック教徒や七百二十五人もの軍人を対比させ，

「文明化」の過程を可視化していた。 (Fox& Sneddeker 1997， Clevenger 

1996， Breitbart 1997) 

このように，セントルイス博覧会における先住民展示は，基本的にシカゴ

博覧会と同じく，人類学展示，植民地展示，そして余興や見世物のための展

示という三つの区域で行われていた。しかし，科学の一部門として制度的に

発展しつつあった人類学による展示と，個別の植民地主義帝国を基本にした

植民地展示は，従来の博覧会と比較して格段に規模が大きくなっていたが，

このことは，地理的・質的に普遍性をもった科学と個別で特殊な文化の領域

が非常に純化された「近代」社会が二O世紀初頭にその姿を急速に整えつつ

あったことを反映していると言えるだろう。 (Latour1993，宮武二000)
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第 5輩アイヌの渡米

マクギーの計画のもとに日本へ向けて出発したのが，シカゴ大学人類学部

教授に就任したばかりのブレデリック・スターだ、った。(控7)スターは，マ

クギーから五月一日までにアイヌの人々を渡米させるよう依頼され，博覧会

会長のフランシスから，東京のノレイジアナ割譲博覧会協会へあてた紹介状を

携え，メキシコ人写真家の助手マニュエル・ゴンザレスと共に一九O四年一

月一八日にセントルイスを出発した。スターは遠征資金としてニ五00ドル

を受け取ったが，そのうち千ドルがスターへの報酬だった。そして，二月九

日に横浜港に上陸し翌日には東京に到着している。そして，列車を乗り継ぎ

ニ月一八日に札i院を訪れたが，アイヌ研究としても著名なパチエラーに偶然

に出会い，セントルイス博覧会への協力を依頼している。パチエラーは聖公

会に属し，布教活動のかたわら，アイヌ語辞書の編纂をはじめとするアイヌ

研究を行い，一八八0年代以降数多くのアイヌに関する著作を出版したほか，

京浜地方や阪神地方を回ってアイヌの窮状を訴えていた。スターは，札i撰到

日に北海道庁長官を訪問し，パチエラーへの協力要請をおこない，そ

の承認を得て道庁の通訳と共にパチエラーを訪れて，パチエラ一本人の間意

を得ている。 (VanStone1993: 79)パチエラーは『わが人生の軌跡』の中で，

当時の出来事を次のように書いている。

「一九O三年(明治三六)の秋に，シカゴのスター教授が札幌にやってきて，

彼とともに，セント・ルイスの博覧会に出演してもらう数人のアイヌを連れ

ていきたい，という申し出をしてきました。私は彼を北海道庁長官の属国男

爵に紹介しました。男爵から私に，教授のために数人のアイヌを諜すように，

と要請がありました。少し手間取ったのですが，私たちは西人の男性，三人

の女性，二人の子供を集め，教授と一緒に渡米することになったのです。J(パ

チラ一一九九三)
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また自叙伝の中でも rアイヌ人アメリカへ行く Jと題して，次のょう

かれている。

「明治三七年(一九O四)二月私は用事の為，岩見湾に居りましたが，其時，

突然Starr(スター)博士(お礼簿士)と申すアメリカの方に舎ひました。其

の方は潟員を撮る為にメキシコの雇いを連れて居りました。スタア博士は私

の居た家にこられてr私は今アイヌの方を，アメリカの St.Louis Exposition 

(セントルイス博覧会)に連れて行きたいと思って捜して層ります。それにつ

いて貴方の御力をおかし下ざいませんかo~ と市しました。

fさあ，それは大きな問題ですからもっと委しく訳を伺った上よく考えない

と，ご返事が出来ません。二日位お待ち下さい。其の後ご挨拶致しませう』

と申して早速札l現へ帰って誼ぐ園田長官に会ひ其のことを話しました。開時

にスター博士も長官にお自に掛って申しましたので長官は『それは宜しいで

す。パチラー先生もどうぞ簿士を助けて上げて下さいませ』と申されました

ので，私はスター博士と共にニ月二十二日札幌を発って日高の図沙流)11を

上ってオウコツナイ迄行き，途中で人を選んでアメリカへ行く事を契約致し

ました。選んだ人達は男四人，女三人，子供二人の九人で，皆喜んで行く

そ承知いたしました。

之等のアイヌの人は稲塩先生とスター博士と潟員を撮るマヌエルさんと

れられて，三月七日札幌を発ってアメリカへと行きました。J (パチラー

九二八:二九十一二九一)

スターの WTheAinu Group~ によれば，見知らぬ呉国への初めての旅行に

身支度を整えたアイヌは，出発に先立って村で集会を聞いたが，もう再び帰

ることのない死者を見るように，人々が泣いたという。参加したアイヌのう

ち，ヤゾウ(大沢弥蔵)は十四歳の時から十年間もパチエラーのところで働

き，スターが札幌のパチエラー宅を訪れた擦に会った最初のアイヌだった。

ヤゾウは自宅に小さな農場をもち潟を飼うほど「進歩的」で，その妻のシラ

ケと共に， f也のアイヌとの調整役として最初に選ばれた。 (Starr1904: 16)ま
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た，ゴロ(辺泥五部)も札!読でパチエラーに仕えていたため，薄覧会に参加

するには相応しくないと思われたが，本人の強い希望と，陽気で活発な青年

が加わる事が参加者に良い影響を与えるとの期待から参加が許可された。そ

してアイヌ以外では，東京で神学を学び英語の話せる稲垣が通訳として一行

に加わった。さらに，これらの一行が居住するための二棟のチセは，平取か

ら運ぶのが困難なため，すでに鉄道の号iかれていた白老で四O円で購入され，

汽車で港まで運ばれた。九人のアイヌと，一人の和人，一人のメキシコ人，

一人のアメリカ人からなる一行は，三月七日に札幌を発ち，室蘭を経たのち

海路横浜に向かった。そして，出航前に一行は東京にしばらく滞在した。

外務省の外交史料館に残されている，北海道庁発行の海外旅券下付表には，

以下のような明治三十七年三月三日と三月五日に旅券を下付された，七名の

アイヌの名前を見ることができる。 三日に同時に発行された六名の旅券

は以下の通りであるが，全て族称欝には「北海道平民j，渡航先は「北米合衆

毘j，渡航自的曹には「従僕として外人同行」と書かれている。

旅券番号 氏名 本籍地 年齢

七O八五八 平村クトルアイノ 沙流郡平取村ニ九 三十八年三ヶ丹

同 しゆっらもでき 間 ニ十五年ニヶ丹

同キク 開 二年三ヶ月

七O八五九 平村サンケア 同 五十六年ニヶ月

同 さんとくぬ 間 五十三年三ヶ丹

間 きん 間 六年

このほか三月五日に，遺泥五郎の旅券が六名とは耳目に発行されているが，

族称蘭には「北海道平民j，渡航先は「北米合衆国ミッソリー州j，渡航目的

は「博覧会へJ と書かれ，年齢覧は空白になっている o
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これらの史料で興味深いのは，すべての族称欄に和人と同じように「北海

道王子氏」と警かれている点だろう。すでに，一八九九年には「北海道!日土人

保護法J が公布され，一九九七年に廃止されるまでの約一00年間，法律上

は rl日土人」という蔑称が存在し続けた。そして，アイヌの戸籍には，族称

繍にrlB土人」と記されていたことが知られている o (藤本 ニ00ニ;五六)

しかし，一九O四年のセントノレイス博覧会参加のために，北海道庁という政

府の下部機関において作成された旅券資料において，アイヌは和人と同じ「北

海道平民」として扱われている。これは，パチエラーや稲垣によって旅券申

請が行われ r北海道王子民」と記入された申藷がそのまま記録されたためだと

も考えられるが，いずれにせよ，当時の行政資料では和人とアイヌは同様に

扱われ，アイヌと和人の境界が明確に意識されていなかったといえるだろう。

この点は，アイヌと和人を差別した一九一O年の日英博覧会にける旅券下付

表の場合と異なっている。(宮武こ00五)また，六名の渡航目的爵に「従

僕として外人同行J と，スターとゴンザレスを従僕として書かれているよう

に，アイヌと「外人」の支配 従属関係も r外人Jを支配者や優越者と見

る一般的理解とは逆転している。これらのことは，一般に理解されている，

白人，日本人，アイヌという当時の人種的ヒエラルキーが，この資料には皮

映されていないことを示している O このように柔軟なアイヌと和人やアメリ

カ人との関係は，後に紹介する博覧会開催中のさまざまな出来事からも伺う

ことが出来る。

第 6章米罷への'撞れ

先に述べたように，横浜に着いたアイヌの一行は東京で数日を過ごした。

その様子を新聞が報じ，音信不適だった平村サンケア(記事では「手村J)の

息子がその記事を読み，突然尋ねて来るという出来事があった。『北海タイム

ス』は，日露戦争についての記事の片掘に rアイヌ首長，父子の奇遇」と題

して，次のように報じている。
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「日高国沙流郡平取村一八一0番地酋長手村リトロケ(三三八)は，妻スツラ

ラキ(二五)長女キク(三つ)手村サンケア(五0)夫サントクノ(四0)

長女きん(七つ)関村大津ヤサク妻ムメと共に米国聖路易の大博覧会へ用務

を帯びて渡欧する筈にてかねて東京牛込区市ヶ谷田町一了呂二番地下請業佐

村わか宅へ止宿し渡米の日を待ちおりし処サンケアの停トウベキが今を去る

一五年の前に英国人パーラルタン氏に就いて修行のため上京したる儲音信絶

えにし故今回渡米する前に一話逢わんと尋ね居りしが(中略)一五年目にめ

でたく父子の再会を遂げたるがトウベキは父と共に渡米せんと言出したるも

許されず、追って再会を期して立別れしという oJ (北海タイムス 明治三七年

一円二九日)

この父子の再会については，スターも『アイヌ・グテループJ に次のように

ている O トウペキ (Tuperek)は，パチエラーと生活したこともあり，

和装で髭もなかった。そして当時は，教師のパーラルタンと離れ，前代議

士後藤修三三の食客となり，ある扇靖的ジャーナリズムのための仕事をしてい

た。若いトウペキは出発前自にスターに会い，新開記事のようにセントルイ

スへ同行させてくれるよう懇願した。しかし，依頼されたのが出発前日のこ

とで，旅券や書類の準備が関に合わず， トウペキは米国への渡航を断念せざ

るをえなかったo (Srarr 1904; 92) 

また，パチエラーに懇願して博覧会行きを実現した辺詑五郎も r明治三七

年に米国セントルイス市に大博覧会があり，アイヌ代表三夫婦が行くので，

自分も行きたくて耐えられず，無理に願っていけるようになったJ と，当時

の渡米への強いあこがれを語っている。(ライト前川 二00三:コ一一

このような明治後期の日本における青年の米国へのあこがれには，長い在

米経験を持つ社会主義者の片山潜が大きな影響を与えていた。一九O一年に

刊行された，片山潜の『渡米案内』は一九O九年までに一回版を重ね，その

後の f続渡米案内』もベストセラーになっていた。また，雑誌、『社会主義』

は「渡米協禽機関」と麗題をつけ，一九O四年二月から一二月まで片山潜の

「米国だより」を連載していた。片山潜は 1904年にアムステルダムで開催さ
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れた第二インターナショナル大会に参加する途中にセントルイス博覧会を訪

れ，帰国後には『社会主義』に「聖路易博覧会ーブエヤー，ジャパン」と題

する報告記事を掲載している。(片山 一九O四)また，このような時代の空

気は，小説にも見ることができる。一九O六年に出版された島崎藤村の『破

戒』では，主人公に「亜米科加の『テキサス』で農業に従事しようという新

しい計画は……希望をささやしりていた。セントルイス博覧会当時の日本社

会では，アイヌと和人を関わず，幅広い社会階層の若者のあいだで，渡米や

移民熱が全国的に高まっていたのだ。(片山一九六0，高二000)

第 7章博覧会場におけるアイヌ

トウベキを東京に残したアイヌの一行は，三三月一八百に横浜港を出航して

三丹ニ九Eに酉海岸のどクトリア港に上陸し，シアトノレ経由で陸路，博覧会

場のセントルイスに向かった。 (Starr1904: 76-9Z)そして，四月六日にセン

トルイスのユニオン駅に到着した。かれらは荷物より先に密着したため，貨

・三台分に相当する荷物が付くまで，一次的にインディアン民族保護地

区での仮住まいを余儀なくされ，不自由な生活を送らなければならなかった。

しかし，荷物が着くや否や，故郷そのままの住居を自分たちだけで作った。

(Stevens 1904:87)そして，博覧会開幕日の四月三O日から約一ヶ月後の五

月二二日に，マクギーをはじめとする招待者の前で，奉納の{義式が行われた。

(VanStone 1993: 85)フランシスによる『一九O四年万悶博覧会』の「人類

学」の章には，博覧会に参加したアイヌについて，次のような詳しい記錬が

みられるO

「アイヌのグループは，すべて日本の北海道(間じ名前，あるいは蝦夷とし

て知られる島を含む)という行政地区の村から来た四家族を代表する九人か

らなっている。彼らとその住賠，そして持ち物はシカゴ大学のフレデリック・

スター教授によって博覧会にもたらされたが，その特筆すべき旅行について

は，博覧会場で販売されている本に詳しく警かれている。知られている罷り
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では，彼らはその種族の中で初めて海を渡った者であり，初めての米国訪問

者であることは確実だ。(中略)日本の中でさえ，彼らはほとんど知られてお

らず，一九O三年の大阪勧業博覧会に小規模のグループが参加したり，とき

おり数人がサーカスで見られる程度である O 一九O四年のセントルイスにお

ける六00人を超える日本人間住地の中で，ここに来る前にアイヌを見た事

のある人は一人だけだ、った。会場のアイヌグループは以下の通りである。

名 日Jj 年齢 出身 職業
サンゲア・ヒラムラ 五七 平取 農夫
サントゥクノ 五四 平取
キン す良 ム/¥  平取
クトロゲ・ヒラムラ 男 三九 平取 熊猟師
シュトラテク 三七 平取

キク 2良 王子取

ヤゾウ・オオサワ 男 新冠 農夫
シラケ 一八 新冠

コロ・ベテ 男 一一一一品一/よ¥4 札輯 召使

(Francis 1913・525-526)

これらの氏名や年齢は，先に述べた海外旅券下付表におけるものとほぼ河

じである O フランシスはこのあと r顔と身体的特徴は白人 (Causasian)の

基準に一致しており，肌の色もまた白人に似ている一中欧や米国よりやや暗

いが，黄色で、も茶色がかったのでもなく，むしろコサック人(Cossack)のよ

うに灰色か黒みがかった色である」と，身体的特徴が白人に近く，肌の色も

黄色人種ーより白人に近いと紹介している。

ところで，米国で発行されていた日本語新聞 w日米週報』の博覧会特集号

には，日本人記者が，博覧会場のアイヌの人々から直接取材したと思われる

「北海道のアイヌ」と題した記事が見られるが，そこにはいくつかの興味深い

内容が含まれている O そのひとつは，博覧会に参加しているアイヌは，日高

国新冠郡高口村および沙流郡平取村の出身で r我国語を語るもの三名あり。

殊に大沢弥蔵の如きは小学普通科を卒業する力あり」と書かれている点だろ
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う。スターの『アイヌ・グループ』には，参加したアイヌの全員がある程度

の日本語を話したと書かれているが，二人の子供を含めた九人のアイヌのう

ちで，流暢な臼本語を話せるものが，おそらく長くパチエラーと共に生活を

していた大沢弥蔵とシラケの夫婦と，辺把五郎の三人しかいなかった事を示

唆している。 (Starr1904: 82)このことは，日露戦争藍後のキリスト教伝道の

隠難について「日本人教役者はアイヌ語がわからないので，日本語説教した

り指導したりするが，アイヌにはその日本語が分からなかった」と警かれて

いる事からも理解できる o (パチエラー 一九六五:二三八)さらに興味深い

のは，これらのアイヌは r一日一円で、博覧会に麗われたり」とも書かれてい

る点だろう。(“Japanese-American Commercial Weekly: W orld's Fair 

Souvenir Edition" 16 July 1904) この「ー臼一円」の日当は，当時のどれ位

の錨値を持っていたのだろうか。セントルイス博が行われる約十年前だが，

パチエラーの一八九三年の日記には rニ人のアイヌ人を，三ヶ丹摺沙流地方

で月七円で雇いたい」との記述が見られる。(ノfチエラー 一九六五:一回七)

また活況を呈していた，明治四二年(一九O九年)当時の北見地方における

漁業従事者の臨時雇費金でも，男で一円から七O銭，女で六O銭から三O銭

だった。さらに，最皇室期といわれた明治三五年の紋別のマッチ襲軸工場での

日の賃金も，男が六五銭から五O銭，女が三五銭からニO銭にすぎなかっ

た。(新紋別市史・上巻，一九七九:一一三二，一一四六)このように，長期

の博覧会期間中に保証された一日一円の日当と，工芸品などを販売して得ら

れる収入は，当時としては非常に高額の報酬であったと考えられる。(注8) 

さきに述べたように，博覧会に参加したアイヌの人々の多くは，まだ日本

語を十分に理解せず，アイヌ諾を日常的に話していた。そして，クトロゲの

ように農業には従事せず，狩猟をその生業としている人物が含まれていた。

い換えれば，日本の匿語教育や経済活動に組み込まれる車前のアイヌ社会

に生きる人々が，米国の博覧会に参加したのだ。(注9)また，博覧会を訪れ

た米国人のみならず，当時の日本人自身が，アイヌの人々と接触した経験が

なく，アイヌについての知識をほとんど持たなかったことが知られている。

(Stevens 1904: 87， Breitbart 1997; 63)それでは，米国人にとって博覧会の
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アイヌの人々は，どのような印象を与え，どのような存在として理解され解

釈されたのだろうか。

当初は好奇のまなざしで迎えられ，チセに居住して故郷に近い形で生活す

るアイヌの人々が，次第に周囲の人々に一種の畏敬の念を植え付けていった

当時の博覧会記録や新開などの資料が次のように報じている。

f(アイヌは人類学部門によって，低い文化の身体的特徴を持ったものとし

て選ばれたが)ある意味での未開性にも関わらず，彼らは会場内でもっとも

清潔で、礼儀正ししもっとも紳士的で上品な人々だJ(Bennitt 1905: 674-675) 

「彼らの住居は粗末な藁葺き小屋だが，披らは非常に優しい心を持った礼儀

正しい人々である oJ (Reid 1904; 281) 

「アイヌの人々は色自で毛深い。彼らは穏やかで親切である O 彼らの藁の家

には，窓として四角い穴があけられている。アメリカの見物客は，いかがわ

しい見せ物のように，この窓から中を覗き込んで、，アイヌの人々を非常に怒

らせた。アイヌの慣習によれば，居間の北東の角は聖なる場所である。そこ

には家族の宝物である弓矢，剣や槍が吊られている。祈祷用の棒は炉部の床

に立てられている。これらの棒は桝の枝で，削られた部分が付属している。

アイヌの人々が世界博覧会に彼らの家を奉納したとき，彼らは深い祈祷者の

態度と仕草で行ったので，訪問者は本能的に精子を取るほどだった。」

(Stevens 1904: 142) 

パチエラーは Fアイヌの伝承と民俗』のなかで，アイヌのエチケットとし

て r東の端の窓から物を見たり，物を投げないように注意すべきだ。という

のは，東の端の窓は非常に神聖だからである」と述べているが，そのような

エチケットに無知な見物客に対してアイヌは怒ったのだ、ったo (パチエラー，

一九九五;一八0)別の新聞は，神聖な窓から覗かれたアイヌの一入が，見

72 



博覧会の記憶

物人に灰を投げつけたという事件を報じている。その記事は，アイヌの人々

の普段の穏やかさと，神聖な意味をもっ窓から覗くことがアイヌ文化におい

て重大な違反行為であることを述べたあと，日常生活におけるアイヌの作法

は，米国人自身にとっても模範的なものだと，つぎのよう ている。

「金曜日の午後，約一五人の人々が許可無く にアイヌの家に入り込ん

だ。彼らの世話をしていた部展係のアリソン氏が近くにいたので，アイヌは

人々が出てゆくように頼んだ。人々が出てゆこうとしたとき，見物人の一人

の女性が r彼らが何のためにここにいるか知りたかったのに』と声を上げた。

そこで，世話係のアリソンは穏やかな声で次のように吉った。 r彼らは，アメ

リカ人に上品なマナーを教えるために，ここに窟るんですおJ (St. Louis 

Post-Dispatch， May 22 1904) 

また「博覧会の日本先住民は勤勉J と題した当時の新聞も，アイヌの勤勉

さについて次のように報じている。

r(この写真は)観客におみやげとして売るために，アイヌ族が柔らかい樹

を削って，スプーンやタバコ箱を削ったりして，日常の仕事をしているとこ

ろだ。常に注文を撹ききれないので，彼らの販売用の在庫は決して膨らむこ

とがない。彼らの仕事への求めは，非常に大きいのだ、。J (St. Louis Globeω 

Democrat， 23 June 1904) 

このようにアイヌの人々の信仰心や礼節，勤勉さを高く評価する言説は数

多く見られる O 博覧会におけるアイヌの人々は，セントノレイスの人々との臼

常的な接触を通して，時には衝突しながら相互理解を実現し，捌ききれない

ほどの注文を受けて，工芸品の制作と販売に励んだのだ。これらは，西洋人

が先住民を「高貴な野蛮人」として見る，ルソ一以来のオリエンタリズムを

反映したものとして批判されるかもしれない。しかし，セントルイス博覧会

におけるアイヌの人々の日常の振る舞いは，実際の世界とは切り離された想
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像上の言説や表象の領域でなく，八ヶ月もの長期間生活することで実現した

リアルな日常的接触と交流の実践の結果として，多くの人々に深い感銘を与

えたのだ。博覧会におけるヒトの展示そのものが，植民地主義によって実現

され r未開」へのまなざしを苧んだ「文明」の慨からのものだったとしても，

博覧会場は人々が実際に生活し，外部世界と接触し交流する居住(dwelling)

空間の実現だ、った。そのような居住空間における日常的実践そのものが，ま

なざしの苧む虚構性や誤解を暴き出し，新たな視線と解釈，まなざしの変容

を引き起こしていったといえるだろう。 (Ingold 1996; 115-117， Haraway 

1988) またそれは，米国人にとって異文化との接触による白文化の相対化で

あり r自己反省と自己成長のために文化的豊かさを用いること」に他ならな

かった。(マーカス・フィッシャー 一九八九)

第 8章アイヌの帰彊

博覧会に参加したアイヌの人々が，七ヶ月余りのセントルイス滞在を終え

て帰国したことが，一九O四年一二月六日の現地紙に「アイヌ故郷へ出発

(Ainus start for home) J と題して報じられているO これらのアイヌの人々

は，博覧会に来ていた先住民のなかで最後まで残っていた集団だ、ったが，帰

国直前に博覧会会長のフランシスを訪れ，男性には黒い布の帽子，女性には

金の鎖がイすきピンクのパラの東日輔が入った白い絹のハンドノfッグ，子供には

スリッパが，お土産としてプレゼ、ントされた。その後，博覧会人類学部門の

ハルパートにパンクーパーまで付ーき添われて，アイヌの人々は日本への帰路

についた。 (St.LouisPost-Dispatch， Dec.6， 1904) このように，当初は好奇

の念で迎えられた人々も，長い現地での生活を終えてセントルイスを去る時

には，博覧会への協力者として，高い地位にある大会責任者から女性や子供

を含む一人一人に土産が贈られ，出港地まで付き添われて帰国の途についた

のだ。

北海道に戻った帰国後の九人のアイヌの消息について，残された資料はわ
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ずかである。スターは『セントルイス博覧会におけるアイヌ・グループ』で，

帰国して故郷に戻ったアイヌの人々について，つぎのように書いている。

「村を離れていたアイヌが戻った蝦夷では，その帰郷は人々にとって特別な

出来事になった。村人全員が集まったところで，帰国者の一人が代表になっ

た。その代表と他の旅行者たちは，向かい合って座った。そしてまず，家を

離れていた代表者が歌い始め，その胃験について語り，どこへ行きどんな事

をしてきたかについて話した。やがて， f也の者に代わり，旅行者たちが不在

中の村の出来事について歌い始める。そして彼らは交代に，両方の物語が終

わるまで歌い続けた。アイヌ・グ?ループが帰国したとき，彼らは死者が蘇っ

たかのように受け叡られたのだろう。……これらの貧しい仲間たちは，沙流

JlI渓谷の故郷の村々から速く離れたところで，披らが見た人々や場所につい

て，どれほど多くのことを歌わなければならなかった事だろう。J(Starr 1904; 

116-118) 

このほか，博覧会で工芸品などを販売し，大金を稼いで、帰国したアイヌの

婦人について，パチエラーは次のように述べている。

「契約により，二年経って，後らはみな帰って来ました。彼らが到着した8，

女性たちの中の一入が私のところにやって来て，七00円稼いで、きたので，

そのお金を預かつてくれないものかと言ってきました。彼女は袋類や装飾を

施したクッションを作り，それで，そのお金を得たというのでした。

しかし，今，彼女が戻ると自分の息子がある日本人の友人のために，そのお

金を指りたい，というのです。彼女は自分の息子に，そのお金を渡すのは賢

明でないと考えました。もし，私が彼女を助けてやらなければ，きっと彼女

は恵子からそのお金を守ることは出来ないであろう O 私は彼女に，それを預

り銀行に入れ，彼女の必要に応じて，出せるようにしてあげますと言いまし

た。

彼女は喜び，すぐに角の方に入って行き，やがて紙幣を一束，持って戻りま
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した。それは，とても暖かくて，ひどく臭い匂いがしました。どこに，その

お金をそんなに大事にしまって置いたのかのか，と尋ねると，彼女は wわた

しのウプショロクツの中です』と答えました。

ウプショロクツ，というのは，アイヌの結婚している女性の，人には見せな

い，家や一族の腰帯なのです。数ヶ月後，彼女は私のところにやって来て，

自分の家を建てたいので，あのお金を，おろしたいと言いました。彼女はそ

のお金で家を建てたのでした。その家は日本人の設計による立派なものでし

た。J (パチラ一一九九三)

セントルイスへ行ったアイヌの人々が，大金を持って帰国したという同様

の話は，パチエラーの自叙伝にもみられ i皆ほとんど千闇位儲けて参りまし

たのですから喜んで楽しんで各々の里へ帰りました」と脅かれている o (パチ

ラ一 一九ニ八:二九一)さらに，アイヌの婦人が博覧会で稼いだ金で家を

購入したという話は，米国側に残された資料にも見ることができる。パンス

トーンは，スターの作ったスクラップ・ブックの中に，一九O五年八月墳と

思われるひとつの新閣の切り抜きを見つけている。それによると，万国博覧

会中にアイヌに対して特耳目の関心を持った一人のセントルイスの夫人が，帰

したサントゥクノから一通の手紙を受け取った。その手紙には，彼女と夫

のサンゲヤがセントルイス博覧会で稼いだお金で，新居を建て，馬と臆を購

入することが出来たと書かれていた。 (VanStone1993; 89) このことは，本

格的な日本語教育を受けることのなかったアイヌ女性が，セントルイス簿覧

会中に，英文で文通を続けるだけの語学力を学習していたことをうかがわせ

るO

一九O九年から一九一O年にかけて日本を再訪したスターは，一九一O年

の三三月に平取を訪れたが，六年の間に伝統的なアイヌの住居が大きく変容し，

多くの住居が半日本的なものになってしまったと驚いている O その擦に，セ

ントルイス博覧会の参加者と再会したが，その様子が次のように日

れている。
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「報，サングエア，サンテュクノ，キンが早く訪れた。三人は我々に再会で

きて喜んだ。夜、が予想したとおりに，老女がいちばん喜んでくれた。後女は

私の手伝取ってキスした。キンはもちろん成長し，大人になっていた。彼女

はブライアント嬢の学校に通っており，日本式の服装だったが，きちんと

入れの行き届いた服装だった。

コロトゲ，シュトラテク，キコもやってきた。子供はあまり魅力的でなくなっ

ている。予想していたよりも，歩き回ることをしない。驚くことはないのだ

が，彼女は我々を覚えていないという O キンは完壁に覚えているのだ、がoJ (小

谷一九九四;八九)

終章博覧会の記憶

本稿の最後に，セントルイス博覧会に関する資料とともに，参加者の一人

である，辺泥五郎氏の残された資料や思い出をとおして，セントルイス博覧

会の記憶を辿ってみたい。(注 10)ここで博覧会の記憶と呼ぶのは，序章で述

べた，非文部~的な客観性や法則性，あるいはあらかじめ書きつけられた出来

事の再構成としての歴史とは異なった，ある時空間に据えられた人々のネッ

トワークが作り出し，現在も生きる，あるがままの断片が生み出すものであ

る。アイヌの人々にとっての博覧会とは，アイヌ，日本，そして西欧という

異質な要素の境界が不断に更新される持空間だったといえるだろう O 博覧会

場という窟住空間で，アイヌの人々はその実践を通して複雑な境界を日常的

に横断し，人々の認識や概念を揺るがし，民時にキメラのような自己のアイ

デンティティをも自己成型していったといえるだろう。そのような流動的で

不定形な実践のプロセスとして博覧会を把えるには，その記需に依拠するの

が必要だと考えるからである。

ここで紹介する辺泥五郎氏は釧路に生まれ，函館の伝道学校に学び，鵡JII

珂で教会を聞いた。(藤本一九七三:

-77-



北大文学研究科紀要

「勇払郡鵡川村字珍部落にある珍聖公会は伝道蹄遵泥五郎翁があづかって

いる O 翁は明治十一年生れで，今年六十五歳。もと釧路の春採部落の出で，

誠実そのもの〉ような人である。今の珍部落に来たのも明治三十九年からで，

方に三十ー七年間，人望を一身に集めている O かつてアメリカのセントルイス

で世界の人種博覧会とかが関かれた時には，選ばれて出場している。J (村上

一九四二:

また，村上の記録から少し下った昭和ニ十一年十月に r特志伝道師謹泥五

郎翁」を訪問した擦の記録が『前}II員二郎著作集』に見られる。「翁は

養手の好々爺，明治十一年十月九日生れ六十九歳，釧路の人なり。翁は炉を閤

み，茶を顛して徐々に彼の一生の団顧談を初めらるJ という

次のような思い出が述べられている。

きに続き，

辺泥五郎氏は，十勝を経て平取，鵡川経由で明治三十年三月五日に札幌へ

出た。そして rパチラー師は病室を開き，アイヌ人を集め，蹄自らもアイヌ

語を研究し，アイヌ語を互いに語り合いて生活し居ると開き J，パチエラ一部

tに宿治するようになったが，一 十八日にはパチラー師より洗礼を

受けている。その七年後には，先に述べた経緯でセントルイス博覧会に参加

している。

「明治三十七年に米陸セント/レイス市に大博覧会があり，アイヌ代表三夫婦

が行くので，自分も行きたくて耐えられず，無理に願って行けるようになっ

た。我等には英語が解らぬから，穏塩長老さんが通訳となられた。博覧会は

仲々骨が折れたが，輸快な思い出もある。

その時，百二十五歳と百十七歳の米国三婦人がアイヌに興味を持ち，歳々

訪ねて呉れた。

滞米は四月四日より十二月二日までの八ヶ月でした。実は博覧会終了後尚

おー，二年彼地に留まりたいと思ってパチラー師に許可を願ったが，その返

事の到着せぬ中に一行は帰途につくこととなり， llつ稲壇氏は頑として許し

て呉れなかった。(注 11)私は残念至撞でしたが，帰国したoパチラー師が我

等一行を駅頭で迎えてくれたが，私を見るや否や fお訴はなぜ帰ってきたの
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か，もう少し披地で勉強してくれば良かったのに」と Fわされ，私は再び残念

でたまらなかった。

私はパチラー師から教育を受け，明治三十九年に伝道に着手し，向四十年

十一月三日に珍(鵡111郡)に赴任いたしましたoJ (ライト前111 こ00三;

ところで，辺泥五郎氏の孫娘に当たる近森聖美氏が所蔵されている辺泥五

郎氏の写真帖には，米国の図書館や歴史学協会に残された記録写真と同じ，

アイヌの人々の写真だけでなく r在米中の友人」と記された写真が多く含ま

れ，その中にはこの由顧談で述べられている，クリークハンス一家と書かれ

た米自の三姉妹や， f也の米国人家族の写真などが多く含まれている o これら

の写真は，博覧会期間中に，アイヌの人々と米国人の親密な交流があった事

を示している。

また，閉会前の十一月三日午前十時に撮られた，多数の日本の博覧会関係

者との集合写真では，日本人関係者のあいだ、に辺泥五郎，大沢弥蔵・シラケ

夫妻の姿を見ることが出来る。そこには服装以外に和人とアイヌを区別する

ものは見られないが，先に紹介した旅券資料からも理解できるように，セン

トルイス薄覧会では，アイヌと和人のあいだ、に大きな制度的区別はなく，臼

本語を理解するこれらの三人のアイヌの人々は，日本の博覧会関係の多くの

行事に参加していたと考えられる。この他の日本の博覧会関係者との集合写

真でも，十一月に日本庭園でとられたニ枚の記念写真に三名のアイヌの人々

が写っている。これらの写真は，博覧会場におけるアイヌの人々が異質なf患

者として排除され一方的なまなざしの対象とされていたのではなく，米国人

や和人との交流が頻繁に行われていた事を示す重要なものだろう。

また，セントルイス博覧会では，博覧会専属の女性写真家ビ…ルズによる

優れた記録写真が数多く残されている。(注12)その中には，近鱗のテウェル

チェ女性(パタゴニア女性)と親しく交流する，平村さんとくぬ(サントゥ

クノ)の写真も含まれている。(、注13)これらの，セントルイス博覧会におけ
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るアイヌの公式写真は，対象を関かれたものとして，あるがままに写し出そ

うとするものだろう。それらは，権力性を苧んだ他者表象という時代の限界

があったにせよ，酉欽や非西欧のヒトや文化を，相対的な閉ざされた領域に

押し込めるのではなく，相互理解や共存を可能にする実践の主体，あるいは

エージェンシーとして写し出そうとするものだったといえるだろう。

さらに，辺詑五郎氏の残された遺品のなかには，自，赤，緑，黄，濃い青，

薄い青の六色のビーズで作られた，北米インディアン・シャイアンの工芸品

と思われるプレスレツトが含まれていた。 (Dean2002; 22)このビーズのプレ

スレットは，テウェノレチェ女性と交流するアイヌ女性の写真が先住民間土の

交流を描いているように，博覧会会場でのアメリカ・インディアンとアイヌ

の人々との交流があったことを伺わせている O また，辺泥五郎氏の写真帖に

は，アメリカ・インディアンらしい風貌の人物の写真も残されている O

近森氏によれば，辺泥五郎氏は博覧会の出来事について多く語ることはな

かったという。しかし近森氏は rおじいちゃんは，パチエラーさんからもらっ

た橋子に座って，縁側でよく編み物をしていた」と，祖父の辺泥五郎氏がセ

ントルイス博覧会開催中に，アメリカの三姉妹から習ったという，三つ針の

編み物を子供時代に教えてもらったことを記情しておられた。

男性が編み物をする姿は，編み物が女性の仕事とされるジエンダー観から

は奇異に映るかもしれない。アイヌ社会においても，ジェンダーによる男女

の労働の区分は存在した。しかし，セントルイス博覧会に参加した辺泥五郎

氏にとっては，新たな技術?の翠得においても，西欧社会や日本社会のジェン

ダー観によって規定された技術の領域が，自らの技術館域を規定することは

なかったのだろう。「日本人」として生きる事を余儀なくされる状況の下で，

キリスト教を通して西欧世界に触れる一方で，アイヌとしての出自を忘れる

なかった辺泥五郎氏は，三三つの世界の境界を自由に横断して生きた人物

だったといえるだろう(チカップニ00五:一三八)。そのような人物だか

らこそ，新たな技術の習得においても，文化の境界に拘束された既存のジェ

ンダ一概念に描らわれない，自由な生き方が出来たと考えられるだろう。こ
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のようなわれわれの概念や領域を無化するようなさまざまな実践の越境性

は，これまで見てきたセントルイス簿覧会場における出来事を通しでも知る

ことができるはずである O

ところでセントルイスのミズーリ歴史協会に残されている，二人の子供を

含む野良着姿の六人のアイヌの人々をチセの前で写した写真には，その背景

に電柱や垣根越しの建物が写されている。(非1285-Ainu Group and Lodge) 

また，公式図録に収められたアイヌの集合写真にも電柱が写されている。

(Reid 1904; 281， #20274-Ainu Group and Lodge) しかし，セントルイス公

共国書館に保存された同じ写真からは，在ったはずの電柱や背景が消し去ら

れている。(Beals1-14， Ainu home and people) これらの写真は，セントル

イス博覧会当時には人々を中心として (AinuGroup)共存可能だ、った科学と

諸文化が，その後になって分離され，純化された文化が純粋なモノ (Ainu

home)として表象される一方で，その中から科学技術のような普遍的要素が

排除されていったことを示している。セントルイス博覧会当時には，文化そ

のものが棺対的に独立したものとして理解されなかったと同様に，多くの

人々にとって，科学のような普遍的な領域と文化のような個別で特殊な領域

が非対称的に分離されることなく，互いに翻訳と増殖を繰り返し，共存する

ことが当然だ、と考えられていたのだ。

これまで述べてきたように，セントルイス博覧会では，近代の展示装置と

してさまざまな事物を分類し，配置し，説明することで近代社会の悲り方を

示す一方で、，科学・自然と文化，西洋や非西洋の諸文化が完全に分離され純

化されることなく，さまざまな時空間で自由に混交していたといえるだろう。

しかし，先に明らかにしたように，アイヌの麗示が行われた日英博覧会が開

催された一九一O年墳には，科学と文化が異なった領域へと分離され，文化

そのものも複数形で栢対的な小文字の文化(cultures)へと純化されてゆく。

(注14)それは，多様な接触領域における実践を可能にするハイブリッドな

ネットワークが禁止され，先に述べた翻訳と増殖の「実験室J が急速に失わ

れてゆく過程でもあったといえるだろう。(宮武二000，Latour 1993) 
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博覧会におけるアイヌの人々の展示は，大正のはじめまでおこなわれた事

が知られている。金田一京助と春彦の対談では，明治末の博覧会について次

のように語られている。

，(金田一京助)そうそう，明治四十五年，久しぶりにわたしはアイヌに会

うことが出来たんだ。というのは，その年に政府が上野で拓殖簿覧会という

のをやって，樺太，北海道のアイヌばかりじゃない，ギリヤークまで，上野

の不忍の地の池之端で，故郷の生活をさせて，博覧会のお客さんに，それを

見せたわけだ、。J (金田一京助・金田一春彦，一九六二 ;~O三) (注 15)

この翌年の一九一五年(大正二年)にも，大阪天王寺で開催された明治記

念拓殖博覧会では，北海道アイヌや樺太アイヌの展示が行われていた。これ

らの「故郷の生活をさせて，博覧会のお客さんに，それを見せた」展示で，

アイヌの人々は他の人々との交流を制限され一方的なまなざしの対象でしか

なかったが，日本の著名なアイヌ研究者がそれに違和感を感じることはない。

セントルイス博覧会のように，日本の簿覧会がアイヌの人々にとって境界を

自由に横断するハイブリッドな実践とアイデンティティの「実験室」となる

ことはなかったのだ。

この研究の一部は，学術振興会・科学研究費補助金・基盤B(海外)，アジ

アにおける博覧会の研究」の助成を受けて行われたものである。また，近森

聖美氏からは，辺混五郎氏の多くの遺品を拝見し，貴重な話を伺うことが出

来た事を報告し感謝したい。これまでのアイヌ研究の過程で，多くの研究者

がアイヌの人々を単なる調査対象として，その知識と資財を築奪してきたこ

とは事実だろう。このような非対称的な過去の関係を銘記しながら，本研究

が近森氏の祖父と，アイヌ民族の近代史に寝かでも付け加えることがあれば

幸いである。

、主

(注1)本稿では，国民国家日本の~民としての日本人と，ヱスニック(民族)集聞として
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の臼本人を区別するため，前者を「日本人J，後者を日本人と表記する。

(注2)日本が参加した万国博覧会の研究としては，吉田らによる幅広い笑証的な研究が挙

げられる。(吉田 一九七0，一九七五，一九八六)それらは，万国博覧会を産業資本
主義と機械文明の祝祭と捉え，博覧会における，さまざまな技術や工芸，あるいは建

築物などを還して，世紀末の西宮党世界と，来るべきこO世紀の新しい待代を理解しよ

うとした点では，ベネディクトと伺じ人類学からの博覧会研究の流れに属する。しか

し，初期の万原簿覧会のモノを中心とした実証的・具体的な研究は，その後のポスト・

コロニアリズム研究と同期した文化研究や，政治的・イデオロギー的側部に注目した

批判的研究へと対象をシフトしてゆく。(Hins!ey1991， Rydell 1984， 1992，吉見一

九九二， Takada 1992， Breitbart 1997) 

(注3)日露戦争と問時期に開催されたセントルイス博覧会に，日本は多額の経費を費やし

て参加するだけでなく，各国に先駆けて僚僕準備を完了した。その一方で，日本の交

戦国であったロシアは，戦争を理由に参加を取りやめている。(伊藤 ニ00三)
(波4)一八七六年のブイラテソレブィア博覧会には，米国の万間博として初めて，シャン

ティービ、ルと呼ばれる約一マイルの娯楽ゾーンが設けられた。 (Benedikt1983; 52) 

(注5)当時の人類学における科学とアマチュアリズムの二磁性については，一九O四年の

r東京人類学雑誌』に掲載された墜の展覧舎か物の展覧舎か」にも見られる。東京

帝00大学で行われた「人類学展示」について，前田不二三は次のように書いている。

「空襲の展覧食か物の展覧会食といふ問は，ぎひ換へれば主要術の展覧舎であるか，祭術

の資料たる物そのものの展覧舎であるかという事である。此事は問ふまでもなく知れ

きっているやうであるが，更に一考して見ると少しわからなくなって来る。 一-既に

表題が人類謬展覧舎となって居るから，無論撃の展覧禽であると斯く云はるる人があ

るかも知らぬが， ・・・表題は然うなって居つでも，或は物の展覧舎かも知らない。J(福

田一九O限)

また坪弁疋五郎は，一八八九年のパリ万密簿覧会を見学し，強い感銘を受けたこと

を「パリー逮信」で報告している o (坪井 一八八九)このパリ万博には独立した人類

学展示はなく，人類学関連の展示としては，役界各地の住居を「人間の住庖の歴史」

と題して展示したものや，アルジエリアやセネガルなどの植民地の住居を湾現し住民

を生活させて展示した様民地展示などのほかに，カイロ通りと名付けられた中東の娯

楽ゾーンなどがあった。 (L'EXPOSITIONde PARIS de 1889)坪井二は，一九O三年

の第五郎内国博覧会の擦に，外務の博覧会における「人類学の参考」として「一館に

収容せずして各国人種並に建築を会場内の各箆処に散在せしめ恰も各府祭の売庄の如

くせば，模めて趣味あり又有授のものとなり」と言書いているが，これはパリ万簿の植

民地展示と余興が混夜した撲示形態を，人類学渓示のモデルとして描いていたためだ

ろう。(松田ニ00三;一三七)
また，人類学の君主明期に r江戸の本草学をモデルとした憂陀濯に向かう知の体系と，
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記述実験に向かう野の学としての民俗誌学の持者を射程に収め」た山中共古なども，

モノそのものへの関心と，知の体系による系統的理解というこ菌性を，米分化なまま

併せ持っていた。(山口 一九九五:五二四五三七)

(注6)人類学資任者となったマクギーは，シカコゃ博覧会の人類学展示でプットナムの主任

助手として働いた綬験を持つボアズに対しでも，実験室展示に関する協力を依頼して

いる。 (Rydell1984: 164， Hinsley 1991) 

(注7)現代の米陸人類学史では，スターはほとんど諮られることのない，傍流の人類学者

である。それは，スターの理論的立場が終生十九没紀後半の進化主義から脱すること

が出来ず，学問的な成果をあげることが出来なかったからだとされる O また，スタ

が一九二三年まで夜識したシカゴ大学人類学部は，多くの著名な研究者を宝露出したボ

アズのコロンピア大学と対照的に，学部生の教育にカを入れて専門的研究者を育てる

ことはなかった。

バターソンは，一九一O年から一九二0年代の米国における近代人類学成立の条件

として，職能者集団としての学会の成立と，専門研究者としての大学院生の養成が重

姿だったとしているが，スターはその何れにも関心を払わなかったとぎってよいだろ

う。 (Patterson2001; 50-51)また，現在のスターに対する低い評価は，広い知的好奇

心をもとに，隠広い分野横断的な研究を重視した初期人類学に対する，科学的に純化

されたボアズの文化人類学，言い換えれば人類学における文化相対主義というパラダ

イム転換によって勝利者となった文化人類学からの史観が反映されている。

スター退職後の一九二三年に，ボアズの弟子だったブェイ・クーパー・コールが，

自然史簿物館からシカコゃ大学人類学部へスターの後任として赴任する。さらに一九二

五年になると，言語人類学研究で大きな成果を挙げるエドワード・サピアが準教授と

して赴任するが，この時期になって初めて，文化人類学史におけるシカゴ大学の歴史

がはじまったと言ってよいだろう。(DarneIl1998，Stocking 1968)ちなみに，独自の

唯物論的人類学をミシガン大学を中心に展開し，マーヴィン・ハリス，マーシャル・

サーリンズなどに大きな影響を与えたレスリー・ホワイトが，一八九七年以来となる

人類学博士号をシカゴ大学で授与されたのも，スター退職後の一九二七年だった。

山口もまた，スターについて次のように述べている O

「ペンシルパニア州のラファイエツト校で地質学の博士号を取得した後，アイオワの

コウ大学で生物学の教被をとった。しかし間もなく当時，姿を現していた人類学とい

う新しい学問に惹かれ，アイオワ州のインディアンの讃査を始めた。彼の研究が認め

られ，明治二五年(一八九二年)，新設のシカゴ大学で人類学の調講を依頼された。ス

ターは人類学の理論には寄与するところは無かったが，教師としては大変有能で、あっ

た。J (山口一九九五:五回七五五五)

(主主 8) r値段史年表・明治・大正・昭和』によれば，明治二十五年(一八九二年)の標準

的な白米十キロの値段が六十八銭，明治三十年が一円十二銭，明治三十五年が一月十
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九銭，明治凶十年が一円五十六銭となっている o また，明治四十年の臼緩い労働者の

日当は四十九銭，高等文'B試験に合格した高等宮の初任給が月額五十円となっている。

これらのことから，渡米したアイヌが約束された-EI一円という臼当や，セントルイ

スから持ち帰った千円近くの現金は，当時の物価水準からしても，非常に大きな金額

だったといえるだろう。

(注9)アイヌを対象にした独自の近代教育制度は北海道!日土人保護法J (一八九九年)

による小学校の設賓と， r [日こと人児童教育規定J (一九O一年)によって成立した。そ

れらによって，アイヌ児家の就学率，出席率は急速に上昇し， 一九00年墳にはどち

らも三0%程度だったものが，一九一0年代には九0%を越えた。(小JI[ 一九九七:

七一十三)また別の資料によれば，一九O九年までに f[日土人小学校Jが二十一校開

校されL，一九O一年には四五%弱だった就学率が，一九一六年には九四%弱に上昇し

た。(海保一九九二:三五)

(注 10)セントルイス万忠博覧会については，一九九六年に「アイヌ太平洋を渡るJと題す

るドキュメンタリーが NHK教育テレビで放送され，辺泥五郎氏の遺品の一部につい

て紹介されている。

(注 11)在米中の社会主義者片山潜は，一九O四年の『社会主義』に「喜望書各易博覧食」とい

う記事を寄稿し博覧禽は‘般不景気にして，皆失敗にj脅し，警筆者協りも屈はしから

ず，三人の著書者は滋養分欠乏やら，持候あたり，又は電車に布かれて死亡し，一二度

ストライキを為して賃金の増加を請求せしも意の如くならず，半数は帰屋し，残る半

数は一二週間の後に断はれたるに，之を当て込みに引き受けんとて産車業策を講ずるも

のもあり彼等の前途は甚だ危険に迫れり」と芸書いている。('tf山 一九O四，八)

多くの米悶人から賞賛される一方，芸者には，三名の原因不明の死者や，一人の行

方不明者が出るなどの事故が多発し，芸者は「呪われているJ という新開記事が出る

ほどだった。さらに，一四人が米国滞在の嘆願書を書き一七人が帰国を拒否している。

この問題については，手島磁待博覧会事務官長，在米公使，外務次官珍問捨巳，農

窓務次官和田彦次郎の間での書簡が外交史料館に残されているが，予島からの電報に

は次のように誉かれている。

「訳文 都踊芸人残リ十七人去二十四日解濯セラレタルニヨリ帰国ヲ命シタルモ代

環人ヲ雇入レ人権ノ自由ヲ主張シ帰国ヲ背ンセス却テ処々ニ逃亡ノ計画ヲ為スニ付遂

ニ当密政府ニ交渉シ移民法ノ制裁ニ依リ送還スヘク請求中ニシテヨア当地移民官ノ命

令ニヨリ拘館中ナリ J (外交史料館「米包合衆毘ミゾラ州セントルイス市ニ於テ万国博

覧会開設一件」明治三十七年十月十五日資料)

このような状況の下では，一部の参加者に博覧会後の在米継続許可を出すことは闘

難だったと考えられる。

(注 12) セントルイス博覧会で唯一の女佼公式写真家であり，多くの写真を残している

ヒゃールズ OessieTarbox Beals，一八七O~一九回二)は，米国における最初の女性
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フォト・ジャーナリストの一人として知られている。博覧会の翌年，ニューヨークの

グリニッジ・ピレッジに移り住んだビールズは，ボヘミアンな生活スタイルで，言寺を

書き，スラムの子供たちのドキュメンタリー・スタイルの写真集を出版した。 (Rosenb-

lum 1994)セントルイス博覧会で撮られた生活風景や，幼いきんやきくなどの子供を

被写体にした優れたポートレイトは，その萌芽だったとも言えるだろう。セントルイ

ス博覧会でビールズ、により撮影された写真の多くが，現在はセントルイス歴史学博物

館やセントルイス公共図書館，さらにニューヨークのアメリカ自然史博物館などに残

されている。 (Mathe1998) 

(注 13) この写真には Ainuand Patagonian women becam巴 acquaintedというキャプ

ションが付けられている。この「パタゴ、ニア婦人J は，アルゼンチン南部から来てい

たテウェルチェ (Tehuelche)の一人であると考えられる。

(注 14)それまでの，文明 (Civilization)とほとんど同義語だった数数形で大文字の文化

(Culture)に対して，複数形で相対主義的な小文字の文化(cultures)が米留で使われ

るようになったのも，日英簿覧会と同時販の一九一一年以降である。 (Stocking1968; 

203) 

(波 15)明治記念拓殖博覧会では，展示された「樺太オタサムアイヌ」を金問一京助が訪問

し，アイヌ語の聞き取り議査を行っている o (長谷川 二00五:八六)ここでも，ア

イヌの人々は調査の対象でしかなかった。
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博覧会の記憶

セントルイス博覧会におけるアイヌの人々。左から，大沢弥蔵(ヤゾウ)，平

村さんとくぬ(サントゥクノ)，辺泥近郊，大沢シラケ，平村しゅくらもでき

(シュクラトク)，平村クトロゲ，平村サンケア(サンゲア)，前列の左側が平

村キク，右{興jが平村きんである。ほとんど同じ写真が辺泥五郎氏の写真帖に

含まれている。 (SpecialCollections， St. Louis Public Library) 

間会前に撮られた，日本博覧会関係者の記念写真。前列に近い左側に大沢シ

ラケ，攻、蔵，辺泥五郎の姿を見るニとがで会る。(近森聖美氏蔵)
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北大文学研究科紀婆

テウェルチェ女性と交流するさんとくぬ(サントゥクノ)(Special Colleひ

tions， St.Louis Public しibrary)

辺泥五郎氏の遺品に含まれていた。シャイアンのものと恩われるビーズのブ

レスレット(近森聖美氏蔵)
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簿覧会の記憶

Ainu Group and Lodge (Missouri Historical Society) 

Ainu home and People (Special Collections， St.しouisPublic Library) 
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